「滋賀県車いす使用者等用駐車場利用証制度」
にかかる「思いやり区画」塗装用品貸出要領
（趣旨）
第１条　この要領は、滋賀県健康医療福祉部健康福祉政策課で所有する「滋賀県車いす使用者等用駐車場利用証制度」にかかる「思いやり区画」塗装に必要な用品を、同制度の普及啓発のために使用することを目的として貸し出すことに関し、必要な事項を定めるものとする。
（塗装用品の種類）
第２条　貸出用品は別表のとおりとする。
（貸出の依頼）
第３条　貸出を希望する者は、事前に「『思いやり区画』塗装用品貸出依頼書」（別紙）(以下、「依頼書」という。)を提出するものとする。
（貸出の承諾）
第４条　貸出の依頼があったとき、健康福祉政策課長(以下、「管理者」という。)は内容を確認し、また重複する場合は調整の上、依頼者に対して貸出を承諾する。ただし、貸出は非営利目的の使用に限る。
（依頼者の責務）
第５条　依頼者は、当該用品を使用するにあたり、依頼書における使用目的以外に使用してはならない。また、第三者に譲渡、転貸してはならない。貸出品を損傷し、または滅失させたときには、管理者に申し出たうえで、依頼者の責任と負担により、現状に復さなければならない。
(責任の制限)

第６条　貸出用品の使用により、依頼者が被った被害、または依頼者が第三者に対して与えた損害もしくは損失に対しては、滋賀県は損害賠償、損失補償その他法律上の責任を一切負わない。

(決定の取消)

第７条　管理者は、依頼者がこの要領または決定内容に違反していると認められた場合は、その使用の承諾を取り消すことができる。

２　前項の規定により承諾を取り消された者は、承諾の取消があった日以降、当該承諾にかかる用品を使用してはならず、直ちに返却しなければならない。

３　第1項の取消しにより、依頼者に損害が生じても滋賀県はその責めを負わない。

（貸出の費用）
第８条　貸出にかかる費用は、無料とする。ただし、使用のための運搬等にかかる費用は、依頼者の負担とする。
（貸出品の返却）
第９条　依頼者は、貸出承諾時の予定に従い、貸出品の使用が終了次第、貸出品の清掃等を行い返却しなければならない。
（事務）
第10条　貸出品の管理や貸出にかかる事務は、健康福祉政策課において処理するものとし、用品の貸出について必要な事項は管理者が別に定める。
付　則
　　この要領は、平成２７年１月１９日から施行する。
